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毎月１日・１５日発行

１月１日現在人口と世帯数
前月比合 計外国人

登　録
住　　民
基本台帳

５減３７，６８８４２２３７，２６６男
人　

口
３７増３９，２２３５１１３８，７１２女

３２増７６，９１１９３３７５，９７８計

１６増３８，３９３５３９３７，８５４世帯数

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

矯発行／東京都狛江市　矯編集／企画財政部政策室
〒２０１-８５８５ 狛江市和泉本町一丁目１番５号 察０３（３４３０）１１１１
ホームページ 　http://www.city.komae.tokyo.jp/

〔振り込め詐欺にご注意ください！〕

〔
日
時
〕
１
月　

日
松
午
前　

２８

１０

時
～
正
午

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

〔
内
容
〕
市
内
の
活
動
紹
介
、

プ
チ
座
談
会
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

１
月　

日
晶
ま
で
に
、
こ
ま
え

２７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
察

（
３
４
８
０
）
３
６
１
５
、
ま

た
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
捌
（
３
４
３
０
）

９
７
７
９
へ
。

　

ア
ド
プ
ト
制
度
は
市
が
管
理
し

て
い
る
道
路
・
公
園
・
河
川
敷
、

お
よ
び
そ
の
他
の
公
共
施
設
を
、

地
域
住
民
の
団
体
や
企
業
等
が
行

政
と
協
働
で
清
掃
お
よ
び
美
化
活

動
を
行
う
制
度
で
す
。

〔
ア
ド
プ
ト
制
度
募
集
場
所
〕
道

路
（
担
当
は
環
境
管
理
課
道
路
管

理
係
）、
公
園
お
よ
び
児
童
遊
園
、

河
川
敷
等
（
担
当
は
環
境
管
理
課

環
境
整
備
係
）、
地
域
・
地
区
セ
ン

タ
ー
（
担
当
は
地
域
活
性
課
市
民

活
動
推
進
係
）

〔
対
象
〕
３
人
以
上
で
構
成
す
る

団
体
お
よ
び
企
業
な
ど

〔
活
動
支
援
〕
▽
消
耗
品
程
度
の

物
品
の
貸
与
ま
た
は
支
給

▽
表
示
板
の
設
置
▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
▽

ご
み
回
収
▽
そ
の
ほ
か
活

動
に
必
要
な
こ
と

〔
申
し
込
み
〕
希
望
す
る

活
動
場
所
の
担
当
課
に
申

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活

性
課
市
民
活
動
推
進
係
お

よ
び
担
当
課
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団
体
等
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

～
は
じ
め
よ
う
！
狛
江
ボ
ラ

～
は
じ
め
よ
う
！
狛
江
ボ
ラ
四四
ラ
イ
フ

ラ
イ
フ
～～

はは
じじ
めめ
てて
のの
人人
がが
ああ
つつ
まま
るる

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
ガガ
イイ
ダダ
ンン
スス

はは
じじ
めめ
てて
のの
人人
がが
ああ
つつ
まま
るる

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
ガガ
イイ
ダダ
ンン
スス

 　

狛
江
市
医
師
会
、
調
布
市
医
師
会
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三
病

院
の
協
力
を
得
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
が
閉
ま
っ
た
後
に
子
ど
も

が
急
な
発
熱
や
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し

た
際
に
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
の
上
、
健
康
保
険
証

を
必
ず
持
参
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵
第

三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕
午
後
７
時
～
９
時　
３０

小
児
初
期
救

小
児
初
期
救
急急

平
日
夜
間
診

　
　
　

平
日
夜
間
診
療療

分〔
対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

〔
開
設
会
場
〕慈
恵
第
三
病
院
内「
狛

江
・
調
布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜

間
診
察
室
」
察
（
３
４
８
８
）
２
０

６
１

 　

狛
江
市
医
師
会
、
狛
江
市
歯
科
医

師
会
、
狛
江
市
薬
剤
師
会
の
協
力
を

得
て
、
休
日
に
起
き
た
急
病
や
け
が

な
ど
の
応
急
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
受
診
の
際
に
は
、
健
康
保
険
証
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
の
休
日
診

１
月
の
休
日
診
療療

小
児
初
期
救
急
平
日
夜
間
診
療
・

休
日
診
療

〔
診
療
日
〕　

日
㈰
・　

１５

２２

日
㈰
・　

日
㈰

２９

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時

～　

時　

分
・
午
後
１
時

１１

３０

～
４
時　

分
３０

〔
開
設
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー

▽
休
日
応
急
診
療
所

　

察
（
３
４
８
８
）
９
１

２
１

▽
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

（　

歳
以
上
の
方
を
対
象

４０
に
成
人
歯
科
検
診
も
実

施
）

　

察
（
３
４
８
８
）
９
１

７
１

▽
休
日
診
療
薬
局

　

察
（
３
４
８
８
）
１
５

１
９

　

東
京
消
防
庁
で
は
、
急
病
や
け
が

を
し
た
場
合
に
「
救
急
車
を
呼
ん
だ

方
が
い
い
の
か
」、「
今
す
ぐ
病
院
へ

行
っ
た
方
が
い
い
の
か
」
な
ど
、
迷

っ
た
際
の
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

症
状
に
基
づ
く
緊
急
性
の
有
無
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
受
診
の
必
要
性
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
医
療
機
関
の

案
内
や
相
談
を
相
談
医
療
チ
ー
ム
が

　

時
間
年
中
無
休
で
行
っ
て
い
ま
す

２４の
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
判
断

に
迷
っ
た
際
は
、
す
ぐ
に
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
傷
病
者
の

様
子
や
事
故
の
状
況
な
ど
か
ら
、
急

い
で
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
た
方
が
よ

い
と
思
っ
た
と
き
に
は
迷
わ
ず
１
１

９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
東
京
都
で
は
、
都
内
の
医
療

機
関
の
場
所
や
診
療
の
内
容
な
ど
を

検
索
し
て
受
診
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
医
療
情
報
を
提
供
し

て
い
る
サ
イ

ト
「
ひ
ま
わ

り
」（http:/

/w
w
w
.hi

m
aw
ari.m

etro.toky
o.jp/

）を
開

設
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
や
科

目
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な

条
件
か
ら
、

病
院
、
診
療

所
、
歯
科
診

療
所
、
助
産

所
な
ど
の
医

療
機
関
情
報

を
探
せ
る
他
、
各
種
相
談
窓
口
の
案

内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 　

察
＃
７
１
１
９
、
ま
た
は
察
０
４

２
（
５
２
１
）
２
３
２
３

 　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

東
京
消
防

東
京
消
防
庁庁

救
急
相
談
セ
ン
タ

　

救
急
相
談
セ
ン
タ
ーー

ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医

ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医
療療

機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス

機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
））

狛
江
消
防

狛
江
消
防
署署

　

時
間
医
療
機
関
案
内

２４

狛江団地自治会の皆さんによる清掃活動

休日応急診療所はあいとぴあセンター内に開設しています

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）

急
な
病
気
や
け
が
で
困
っ
た
時

急
な
病
気
や
け
が
で
困
っ
た
時
はは
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市
役
所
庁
舎
で
、
電
気
設
備
の

法
定
保
守
点
検
を
行
う
た
め
、
次

の
シ
ス
テ
ム
が
一
時
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

〔
休
止
期
間
〕
２
月
７
日
昇
午
後

５
時
か
ら
８
日
昌
午
前
８
時　

分
３０

ご
ろ
ま
で

〔
休
止
す
る
シ
ス
テ
ム
〕
住
民
票

等
自
動
交
付
機
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
図

書
館
資
料
検
索
・
予
約
シ
ス
テ
ム

等
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
課
庶
務
統

計
係

　

２
月
１
日
昌
か
ら
、
自
転
車
等

保
管
返
還
場
所
を
西
野
川
４
們
８

（
旧
第
七
小
学
校
跡
地
）
に
移
転

し
ま
す
。

　

返
還
日
時
は
、
毎
日
午
前　

時
１０

か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
で
す
。

　

な
お
、
自
転
車
お
よ
び
原
動
機

付
自
転
車
の
返
還
を
す
る
際
は
、

返
還
手
数
料
の
徴
収
を
行
い
ま
す
。 　

当
初
の
計
画
案
で
は
全
面
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
予
定
で
し
た
が
、

説
明
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
少
し

で
も
反
射
熱
な
ど
を
抑
え
る
た
め
、

車
路
や
器
具
の
固
定
部
分
を
除
き
、

緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
駅
周
辺
お
よ
び
小
田

急
線
側
道
を
含
む
約
２
０
０
杓
の

範
囲
の
区
域
（
道
路
）
を
「
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
」

と
し
て
指
定
し
、
自
転

車
や
原
動
機
付
自
転
車

の
放
置
を
禁
止
し
、
路

上
放
置
自
転
車
の
な
い

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
歩
け
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

管
理
課
道
路
管
理
係

まもなく税の申告時期でまもなく税の申告時期ですす

住
民
票
等
自
動
交
付
機
、
市
ホ
ー

住
民
票
等
自
動
交
付
機
、
市
ホ
ー
ムム

ペ
ー
ジ
等
の
利
用
の
一
時
休

ペ
ー
ジ
等
の
利
用
の
一
時
休
止止

狛江保育園

小足立
のびのび
公園

小足立
のびのび
公園

みのわだ
児童遊園

狛江市自転車
保管返還場所

建設予定道路建設予定道路

仮設道路仮設道路

自
転
車
等
保
管
返
還
場
所

自
転
車
等
保
管
返
還
場
所
をを

移
転
し
ま

移
転
し
ま
すす

　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
の
申
告
と
、
平
成　

年
分
所

２４

２３

得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
を
２
月　

日
㈭
か
ら
始
め
ま
す
。

１６

　

３
月　

日
㈭
が
受
付
最
終
日
と
な
り
ま
す
が
、
申
告
期
限
が

１５

近
づ
く
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
さ
れ

ま
す
よ
う
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
税
・
都
民
税
は
課
税
課
。
所
得
税
は
武

蔵
府
中
税
務
署
察
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１
１

■税理士会の無料申告相談会日程

会　場相談時間定　員日　程

中　央
公民館

午前９時３０分
～正午

午後１時～４時

２６０人
 （ ）午前１００人
午後１６０人

１月３０日捷

２４０人
 （ ）午前１００人
午後１４０人

１月３１日昇

２月１日昌

２月２日昭

１５０人
 （ ）午前７０人
午後８０人

２月３日晶

※税理士に依頼している方はご遠慮ください。

　

２
月　

日
昭
か
ら
３
月　

日
昭

１６

１５

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
、

課
税
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
月　

日
掌
・
３
月　

日
掌
（
午

２６

１１

前
９
時
～
午
後
３
時
）
も
、
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

各
申
告
期
間
内
に
、
武
蔵
府
中
税

務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

お
よ
び
「
申
告
書
用
紙
」
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

nta.go.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
平
成　

年
分
以
後
の
各
年
分
に
つ

２３

い
て
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が　

万
円
以
下
で
あ
る
場
合

２０

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に

つ
い
て
、
税
理
士
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
来

場
の
際
に
は
、
申
告
に
必

要
な
資
料
・
筆
記
用
具
・

電
卓
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

当
日
は
午
前
８
時
か
ら

中
央
公
民
館
入
口
で
整
理

券
を
配
布
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
土
地
・
建
物
の
譲
渡
所

得
、
株
式
譲
渡
、
相
続
、

贈
与
の
相
談
お
よ
び
提
出

の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ

ん
。

●
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
は
こ
こ
が
便
利

▽
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp/

）
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接

申
告
で
き
ま
す
。

▽
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

等
の
一
定
の
添
付
書
類
は
提
出
を
省

略
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
、
添

付
書
類
の
提
出
等
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▽
税
務
署
や
金
融
機
関
に
行
か
ず
に
、

国
税
に
関
す
る
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

●
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は

敢
電
子
証
明
書
を
取
得
し
ま
す
（
有

効
期
間
は
発
効
日
か
ら
３
年
間
で
す
）。

柑
開
始
届
出
書
を
税
務
署
に
提
出
し

て
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
し
ま
す
。

な
お
、
開
始
届
出
書
は
電
子
提
出
が

可
能
で
す
。

桓
電
子
証
明
書
等
の
初
期
登
録
を
ｅ

倆
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

）
等
で

行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
察

（
０
５
７
０
）
０
１
５
９
０
１

g

i

h

j
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l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
必
要
な
い
場
合
で
も
、
市
民
税
・

都
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〔
所
得
税
〕
２
月　

日
昭
～
３
月　

１６

１５

日
昭
（
還
付
申
告
は
１
月
か
ら
税
務

署
で
受
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
）

〔
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消

費
税
〕
４
月
２
日
捷
ま
で

〔
贈
与
税
〕
２
月
１
日
昌
～
３
月　
１５

日
昭

※
武
蔵
府
中
税
務
署
は
２
月　
１９

日
掌
・　

日
掌
も
開
庁
し
、
確

２６

定
申
告
の
受
け
付
け
と
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
税
金
の
納
付
相
談
や
確

定
申
告
の
作
成
会
場
に
お
越
し

に
な
る
場
合
は
事
前
の
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
武
蔵
府
中

税
務
署
へ
提
出
す
る
計
算
・
記

入
済
み
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
は
、
申
告
期
間
中
（
２
月　
２６

日
掌
・
３
月　

日
掌
を
含
む
）

１１

は
課
税
課
で
も
お
預
か
り
し
ま

す
。

税
務
署
へ
の
電
話
は
自
動
音
声
で
ご
案

税
務
署
へ
の
電
話
は
自
動
音
声
で
ご
案
内内

し
ま
し
ま
すす

平
成

年
度
市
民
税
・
都
民
税
の
申

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
の
申
告告

２４２４

平
成

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

平
成　

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
等等

２３２３

確
定
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

確
定
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
でで

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（（
ｅ
 
ｅ
倆倆
Ｔ
ａ
ｘ

Ｔ
ａ
ｘ 
））

イ

ー

タ

ッ

ク

ス

申告はお早めに

　

税
務
署
に
電
話
を
掛
け
た
後
は
、

自
動
音
声
案
内
に
従
い
用
件
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
号
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

▽「
０
番
」　

個
人
の
確
定
申
告
に
関

す
る
相
談

▽「
１
番
」　

国
税
に
関
す
る
一
般
的

な
相
談

▽「
２
番
」　

税
務
署
へ
の
問
い
合
わ

せ

税
理
士
会
の
無
料
申
告
相
談

税
理
士
会
の
無
料
申
告
相
談
会会



貨　広報こまえ　平成 ２４ 年（２０１２ 年）１ 月 １５ 日

1月から3月までは、毎月第2・第4火曜日を「こま丼デー」とし、市役所食堂でこま丼（野菜丼）を販売します。

  
▽
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
な
ど
、
組
織
と
し
て
の
基
本
的
な

仕
組
み
に
沿
っ
て
施
策
を
実
施
し
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
成
果
を
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
各
部
門
が
部
門
別
の
目
標
を
設
定

外
部
評
価
委
員

外
部
評
価
委
員
会会

提
言
書
の
概

提
言
書
の
概
要要

提
言
に
あ
た
っ

提
言
に
あ
た
っ
てて

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▽
単
年
度
の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

▽
基
本
計
画
の
指
標
は
、
具
体
的
で

定
量
化
で
き
る
も
の
を
軸
に
検
討
す

る
べ
き
で
あ
る
。

  
▽
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
関
す
る
基
礎

資
料
を
整
理
し
て
活
用
す

る
べ
き
。

▽
組
織
改
革
や
職
員
の
意

識
改
革
を
進
め
、
危
機
管

理
体
制
の
構
築
に
全
力
を

注
ぐ
べ
き
。

▽
常
に
施
策
や
事
業
に
か

か
る
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

業
務
の
効
率
化
や
合
理
化

を
進
め
る
べ
き
。

▽
市
が
直
接
に
は
関
与
で

き
な
い
も
の
で
も
、
市
民

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、

市
と
し
て
積
極
的
に
関
与

す
る
姿
勢
を
持
つ
べ
き
。

各
項
目
の
提
言
内

各
項
目
の
提
言
内
容容

（
抜
粋

（
抜
粋
））

共　
　

通

　

泉
龍
寺

　

今
年
は
辰
年
、
龍
の
年
。
龍
は
雲

を
起
こ
し
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
雲
を

呼
ん
で
天
に
昇
る
と
い
わ
れ
て
古
く

か
ら 
崇 
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
が

　

泉
龍
寺
も
境
内
に
泉
が
湧
き
、
古

く
か
ら
あ
る
寺
で
、
江
戸
時
代
後
期

（　

世
紀
前
半
）
に
書
か
れ
た
江
戸

１９
名
所
図
会
に
も
広
大
な
境
内
と
本
堂
、

庫
裏
、 
衆  
寮 
（
学
問
僧
が
生
活
す
る

し
ゅ 
り
ょ
う

と
こ
ろ
）
な
ど
た
く
さ
ん
の 
堂  
宇 
を

ど
う 
う

持
ち
、
大
勢
の
修
行
僧
が
い
る
寺
と

し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
泉
に
は

昭
和　

年
頃
ま
で
夏
冬
通
し
て　

度

４０

１３

の
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
い
て
い
た
。

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
に
発

布
さ
れ
た
学
制
に
よ
っ
て
「
公
立 
観 かん

 
聚 
学
舎
」（
第
一
小
学
校
の
前
身
）

し
ゅ
う

が
で
き
た
と
き
も
、 
聚  
寮 
が
教
室
に

し
ゅ 
り
ょ
う

当
て
ら
れ
て
近
代
教
育
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

　

明
治　

年
（
１
８
８
９
年
）
に
町

２２

村
制
が
施
行
さ
れ
、
和
泉
村
な
ど
六

カ
村
が
一
つ
に
な
っ
て
狛
江
村
に
な

っ
た
と
き
も
、
村
役
場
は
泉
龍
寺
本

堂
内
の
西
側
隅
に
置
か
れ
、
窓
の
下

に
は
踏
台
が
あ
っ
て
、
用
事
の
あ
る

人
は
踏
み
台
に
上
が
っ
て
窓
越
し
に

話
し
た
り
、
税
金
を
納
め
た
と
い
う
。

　

大
正　

年
（
１
９
２
４
年
）
に
新

１３

築
さ
れ
た
村
役
場
（
現
狛
江
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
の
南
西
部
・
元
和
泉
１
們

４
們
１
の
東
側
）
も
古
く
は
泉
龍
寺

の
境
内
で
あ
っ
た
。
昭
和　

年
に
村

２５

役
場
が
現
市
役
所
に
移
転
し
た
後
も

そ
の
建
物
は
集
会
所
と
し
て
使
わ
れ
、

昭
和　

年
に
町
役
場
の
中
に
集
会
所

４１

が
で
き
る
と
、
今
度
は
第
一
小
学
校

の
教
室
と
し
て
昭
和　

年
に
取
り
壊

４２

さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
は
本
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
延
命
子
安
地
蔵
尊
は
、
江
戸
時

代
の
後
期
（　

世
紀
後
半
）
か
ら
昭

１８

和　

、　

年
頃
ま
で
「
子
育
て
地
蔵

１８

１９

さ
ん
」
と
か
、「
和
泉
の
お
地
蔵
様
」

と
い
わ
れ
て
江
戸
市
中
や
、
多
摩
の

諸
地
域
を
巡
行
し
て
多
く
の
信
者
を

集
め
て
い
た
。

　

そ
し
て
毎
月　

日
の
お
地
蔵
様
が

２３

お
寺
に
帰
る
日
に
は
、
寺
で
は
お 
籠 こも

り
を
し
て
、
境
内
に
は
縁
日
が
立
ち
、

演
芸
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

だ
か
ら
そ
の
夜
は
遠
く
か
ら
も
善

男
善
女
が
お
参
り
に
来
る
。
そ
の
た

め
今
で
も
中
和
泉
３
們
４
們　

に
あ

１０

る
文
政　

年
（
１
８
２
７
年
）
に
立

１０

て
ら
れ
た 
馬  
頭  
観  
音 
に
は
「
右
当
村

ば 
と
う 
か
ん 
の
ん

地
蔵
尊
道
」、
調
布
市
入
間
町
２
們

　

の
「
百
万
遍
供
養
塔
」
天
明
元
年

２８（
１
７
８
１
年
）
に
は
「 
是 
よ
り
泉
む

こ
れ

ら
子
安
地
蔵
尊
二
十
五
丁
」、調
布
市

入
間
町
１
們　

の
「 
庚  
申  
塔 
」
文
化

こ
う 
し
ん 
と
う

２４

９
年
（
１
８
１
２
年
）
の
裏
側
に
は

「
西
い
づ
み
村
ぢ
ぞ
う
道
」
と
い
う

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の 
道  
標 
が
あ
る
。

み
ち 
し
る
べ

　

毎
年
４
月
８
日
に
行
わ
れ
る
花
祭

り
で
は
本
堂
の
前
に
お
釈
迦
さ
ま
の

誕
生
像
を
納
め
た
花
御
堂
を
置
き
、

参
列
者
に
甘
茶
を
か
け
て
も
ら
っ
た

り
、
振
舞
っ
た
り
し
た
。
娯
楽
が
少

な
か
っ
た
明
治
・
大
正
の
子
ど
も
た

ち
に
は
楽
し
い
ひ
と
時
だ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
弁
財
天
池
は
和
泉
の

人
た
ち
の
雨
乞
い
の
場
所
だ
っ
た
り
、

昭
和
７
、
８
年
頃
に
は
仏
教
系
大
学

の
学
生
を
招
い
て
日
曜
学
校
を
開
き
、

子
ど
も
た
ち
に
歌
、
踊
り
、
習
字
、

勉
強
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え

る
な
ど
、
お
寺
は
い
つ
も
社
会
活
動

の
中
心
で
あ
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　２１４　－

▽
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
は
、

市
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
。

 
〔
総
評
〕

▽
市
長
方
針
で
あ
る
「
東
京
一
安
全

な
都
市
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
す
る
。

▽
個
別
の
事
業
に
お
け
る
市
の
地
道

な
努
力
は
評
価
で
き
る
。

▽
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
構
築

事
業
は
、
狙
い
や
対
象
も
明
確
に
さ

れ
て
お
り
、
高
く
評
価
で
き
る
。

▽
各
種
事
業
や
取
り
組
み
が
、
平
時

の
防
災
・
防
犯
の
視
点
に
終
始
し
て

い
る
点
は
課
題
で
あ
る
。

▽
大
規
模
災
害
発
生
時
の
市
の
具
体

的
な
対
策
に
つ
い
て
、
早
急
に
準
備

す
る
と
と
も
に
市
民
に
向
け
て
積
極

的
に
周
知
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

〔
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項
〕

▽
普
段
か
ら
市
と
避
難
所
運
営
協
議

会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
で
あ
る
。

▽
ま
ず
、
避
難
所
運
営
協
議
会
を
多

く
の
学
校
で
設
立
す
る
べ
き
。

▽
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
基
本

災
害
に
強
い
ま
ち

的
な
事
項
の
み
を
定
め
、
詳
細
は
各

避
難
所
に
委
ね
る
べ
き
。

▽
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
災
害

時
本
当
に
有
効
に
機
能
す
る
市
民
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
べ
き
。

▽
高
齢
者
や
災
害
弱
者
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
な
ど
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ

る
べ
き
。

▽
普
段
、
仕
事
を
し
て
い
て
な
か
な

か
地
域
の
活
動
に
参
加
で
き
な
い
若

い
人
も
、
市
の
事
業
に
参
画
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
企
画
す
る
べ
き
。

 
〔
総
評
〕

▽
市
長
方
針
で
あ
る
「
子
育
て
一
番

の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は

評
価
す
る
。

▽
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
や
保

育
計
画
等
で
、
綿
密
か
つ
具
体
的
な

行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

▽
元
市
立
保
育
園
長
の
職
員
に
よ
る

認
証
保
育
所
の
巡
回
相
談
な
ど
、
市

の
保
育
施
策
と
し
て
認
可
保
育
所
以

外
に
お
け
る
保
育
に
関
し
て
も
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
く
評

価
で
き
る
。

▽
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
や
行
動
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市

民
に
対
し
て
具
体
的
で
分
か
り
や
す

い
成
果
を
ま
と
め
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

▽
今
後
の
保
育
園
の
あ
り
方
は
、
コ

ス
ト
（
効
率
化
）
と
成
果
の
両
面
か

ら
政
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項
〕

▽
通
常
保
育
・
一
時
保
育
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
べ
き
。

▽
市
立
保
育
園
の
職
員
体
制
に
つ
い

て
、
コ
ス
ト
面
で
も
検
証
を
行
う
べ

き
。

子
育
て
・
子
育
ち

　

支
援
体
制
の
充
実

▽
保
育
事
業
に
民
間
の
参
入
を
促
す

場
合
に
は
、
市
が
監
督
権
限
を
行
使

し
、
保
育
事
業
全
体
に
お
け
る
責
任

を
持
つ
べ
き
。

▽
市
が
自
ら
働
き
か
け
て
乳
幼
児
や

親
と
の
接
点
を
増
や
す
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
。

 
〔
総
評
〕

▽
レ
ポ
ー
ト
原
案
の
内
容
の
み
で
施

策
の
評
価
を
行
う
に
は
情
報
が
少
な

か
っ
た
。

▽
担
当
部
署
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る

説
明
に
よ
り
、
各
種
事
業
の
内
容
を

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
た
。

▽
い
わ
ゆ
る
「
元
気
な
高
齢
者
」
へ

の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
視
点
が
必

要
で
あ
る
。

〔
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項
〕

▽
本
当
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を

探
し
出
せ
る
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
。

▽
市
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
現
在

の
状
況
を
把
握
す
る
べ
き
。

▽
地
域
や
行
政
に
団
塊
世
代
の
活
躍

の
場
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
企
画
す

る
べ
き
。

▽
高
齢
者
が
交
流
で
き
る
取
り
組
み

を
企
画
す
る
べ
き
。
特
に
閉
じ
込
も

り
の
高
齢
者
に
交
流
の
機
会
を
提
供

す
る
取
り
組
み
を
企
画
す
る
べ
き
。

 　

外
部
評
価
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、

平
成　

年
度
予
算
の
編
成
作
業
と
あ

２４

わ
せ
て
、
市
と
し
て
の
対
応
方
針
を

検
討
し
ま
す
。

　

外
部
評
価
委
員
会
の
提
言
と
提
言

に
対
す
る
市
の
対
応
方
針
を
盛
り
込

ん
だ
「
施
策
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
平
成

　

年
度
予
算
案
の
市
議
会
へ
の
提
出

２４に
あ
わ
せ
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

施
策
レ
ポ
ー
ト

施
策
レ
ポ
ー
ト
のの

公公
表表

　

外
部
評
価
と
は
、
市
が
行
っ
た
行
政
活
動
に
つ
い
て
、
行
政
以
外
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
の
業
務
改
善
に
つ
な
げ
、
行
政
運
営
の
見
直
し
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、

今
年
度
か
ら
市
の
行
政
活
動
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
「
施
策
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
有
識
者
・
公
募

市
民
・
市
職
員
で
構
成
さ
れ
る
外
部
評
価
委
員
会
の
提
言
と
あ
わ
せ
て
公
表
を
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
外
部
評
価
委
員
会
で
「
災
害
に
強
い
ま
ち
」、「
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
体
制
の
充
実
」、「
高

齢
者
福
祉
の
充
実
」
の
３
施
策
に
対
し
て
、
そ
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
提
言
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
提
言

は
、
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
と
施
策
レ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
の
２
点
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
平
成　

年
度
外
部
評
価
委
員
会
提
言
書
の
全
文
は
、
政
策
室
で
１
部　

円
で
頒
布
し
て
い
る
他
、

２３

１０

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制
担
当

外
部
評
価
委
員
会
か

外
部
評
価
委
員
会
か
らら

提
言
が
あ
り
ま
し

　
　
　

提
言
が
あ
り
ま
し
たた

平成２３年１２月１日、武藤委員長から答申を行いました。
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▽
夜
間
納
税
窓
口　
ờ
日
時
Ở　

日
昭

⚒⚖

午
後
⚘
時
ま
で

▽
日
曜
納
税
窓
口　
ờ
日
時
Ở　

日
掌

⚒⚙

午
前
⚘
時　

分
Ỗ
午
後
⚕
時

⚓⚐

　

な
お
ỏ
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

⚒⚓

民
税
ớ
第
⚔
期
分
Ờ
お
よ
び
平
成　
⚒⚓

年
度
国
民
健
康
保
険
税ớ
第
⚗
期
分
Ờ

を
⚑
月　

日
昇
ま
で
に
納
め
て
く
だ

⚓⚑

さ
い
Ố

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
Ố

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
納
税
課

 　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
に
ỏ

ủ
財
政
の
あ
ら
ま
し
ớ
平
成　

年
度

⚒⚒

決
算
ỜỨ
を
発
行
し
ま
し
た
Ố

　

財
政
課
で
⚑
部　

円
で
頒
布
し
て

⚘⚐

い
る
他
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
財
政
課

 　

こ
の
調
査
は
ỏ
全
国
す
べ
て
の
事

業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
に
ỏ
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
や
サ
ồ
ビ
ス
業

基
本
調
査
な
ど
の
大
規
模
統
計
調
査

を
統
合
し
て
行
う
も
の
で
す
Ố

　

結
果
は
各
種
行
政
施
策
や
学
術
研

究
の
基
礎
資
料
の
他
ỏ
経
営
の
参
考

資
料
と
し
て
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て

⚑
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
Ỗ
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
Ỗ

ủ
財
政
の
あ
ら
ま
し
ớ
平
成

　

年
度
決
算
ỜỨを
発
行
し
ま

⚒⚒し
た

ủ
経
済
セ
ン
サ
ス
Ổ
活
動
調

査
Ứ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

い
ま
す
Ố

　

調
査
票
が
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ỏ

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
総
務
課
庶
務
統
計

係
 　

電
子
証
明
書
の
申
請
に
は
ỏ
住
民

基
本
台
帳
カ
ồ
ド
が
必
要
で
す
Ố

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ồ
ド
を
ま
だ
お

持
ち
で
な
い
方
は
ỏ
本
人
確
認
書
類

と
し
て
ỏ
運
転
免
許
証
ỏ
パ
ス
ポ
ồ

ト
な
ど
の
写
真
付
き
の
証
明
書
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
Ố

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
発
行

日
か
ら
⚓
年
間
で
す
Ố
た
だ
し
ỏ
そ

の
間
に
住
所
の
異
動
や
修
正
ỏ
氏
名

等
の
変
更
が
あ
ỳ
た
場
合
は
ỏ
自
動

的
に
電
子
証
明
書
は
失
効
し
ま
す
Ố

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
く
と
ỏ

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
ỏ
早

め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
市
民
課

 　

⚑
月
か
ら
ỏ
今
ま
で
欠
員
と
な
ỳ

て
い
た
地
区
を
担
当
す
る
民
生
・
児

童
委
員
が
新
し
く
決
ま
り
ま
し
た
Ố

民
生
・
児
童
委
員
は
ỏ
市
民
の
立
場

に
立
ỳ
て
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
ỏ

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
Ố

ờ
氏
名
・
住
所
等
Ở
▽
栗
山
恵
美
・

西
野
川
⚓
們　

們　

察ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ

⚑⚒

⚒⚑

⚓
⚐
⚒
⚔
※
担
当
地
域
は
ỏ
西
野
川

⚓
丁
目
全
域
▽
門
脇
由
美
子
・
駒
井

町
⚑
們　

們
⚓
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚒

⚓⚓

⚐
⚐
⚔
※
担
当
地
域
は
ỏ
猪
方
⚑
丁

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早

め
に

民
生
・
児
童
委
員
が
新
し
く

決
ま
り
ま
し
た

目
全
域

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
支

援
室
総
合
調
整
担
当

 
ờ
対
象
Ở
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

▽　

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
ớ
要

⚖⚕
介
護
⚓
Ỗ
⚕
Ờ

▽
基
準
日
ớ
平
成　

年　

月　

日
Ờ

⚒⚓

⚑⚒

⚓⚑

前
⚖
カ
月
以
上
寝
た
き
り
ỏ
ま
た
は

認
知
症
で
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る

方※
す
で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
ỏ

更
新
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
ớ
認
定

書
の
紛
失
ỏ
心
身
の
状
態
が
変
ỳ
た

場
合
は
除
く
ỜỐ
ま
た
ỏ身
体
障
害
者

手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
は
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
対
象

と
な
る
方
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
持
参
の
上
ỏ
介
護
支
援
課
介
護
保

険
係
へ
Ố

 　

デ
イ
サ
ồ
ビ
ス
利
用
者
の
食
費
の

一
部
を
ỏ
介
護
保
険
の
ủ
市
町
村
特

別
給
付
Ứ
と
し
て
一
食
に
つ
き
⚒
⚐

⚐
円
給
付
し
ま
す
Ố
該
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ố

※
申
請
書
は
ỏ
各
デ
イ
サ
ồ
ビ
ス
事

業
所
と
介
護
支
援
課
で
配
布
し
ま
す
Ố

ờ
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚒
月　
⚑⚕

日
昌
ま
で
に
ỏ
介
護
支
援
課
介
護
保

険
係
へ
Ố

 　

最
近
ỏ
年
金
事
務
所
職
員
を
装
ỳ

寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
所
得

税
・
住
民
税
に
か
か
る
障
害

者
控
除
対
象
者
の
認
定
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

特
別
給
付
ớ
デ
イ
サ
ồ
ビ
ス

食
費
助
成
Ờ
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
ớ
第
⚓
期
Ờ

年
金
事
務
所
職
員
を
名
乗
る

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

た
不
審
な
訪
問
や
電
話
が
増
加
し
て

い
ま
す
Ốủ
年
金
の
手
続
き
が
終
わ
ỳ

て
い
な
い
Ố
本
人
に
代
わ
ỳ
て
手
続

き
を
す
る
の
で
手
数
料
を
支
払
ỳ
て

ほ
し
い
Ứ
な
ど
と
言
い
ỏ
そ
の
場
で

現
金
を
請
求
す
る
よ
う
な
事
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　

年
金
事
務
所
の
職
員
が
自
宅
を
訪

問
し
ỏ
年
金
手
続
き
の
手
数
料
を
請

求
し
た
り
ỏ
電
話
で
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
す
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
Ố

　

年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗
ỳ
た

訪
問
や
電
話
で
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
ỏ

そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な
く
ỏ
年

金
事
務
所
へ
確
認
す
る
な
ど
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
Ố

　

な
お
ỏ
年
金
事
務
所
の
職
員
が
訪

問
す
る
際
は
ỏ
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
る
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
府
中
年
金
事
務
所

察
⚐
⚔
⚒
ớ
⚓
⚖
⚑
Ờ
⚑
⚐
⚑
⚑

 　
　

歳
以
上
の
方
は
ỏ
学
生
で
あ
ỳ

⚒⚐
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
Ố
し
か
し
ỏ
学
生
の
方

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
ỏ

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
ỏ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
ủ
学
生
納
付
特
例
制
度
Ứ
が
あ

り
ま
す
Ố

　

対
象
と
な
る
学
生
は
ỏ
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
ớ
大
学
院
Ờỏ
短

期
大
学
ỏ
高
等
学
校
ỏ
高
等
専
門
学

校
ỏ専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校ớ
修

業
年
限
⚑
年
以
上
で
あ
る
課
程
Ờỏ一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学

す
る
方
で
す
Ố
ま
た
ỏ
夜
間
・
定
時

制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま

れ
ま
す
Ố

ご
存
じ
で
す
か
ủ
学
生
納
付

特
例
制
度
Ứ
と
ủ
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
Ứ

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
⚔

月
か
ら
翌
年
⚓
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
ỏ
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
ỏ
⚔
月
に
再
申
請
の
用
紙
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
ỏ
引
き
続
き
学
生

で
あ
れ
ば
ỏ
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ỏ

返
送
く
だ
さ
い
Ố

　

ま
た
ỏ
学
生
で
な
い　

歳
未
満
の

⚓⚐

方
に
は
ỏ
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
ỏ
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

ủ
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
Ứ
が
あ
り

ま
す
Ố

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず

に
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
ỏ
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

が
い
が
残
ỳ
た
場
合
に
ỏ
障
害
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
Ố

　

な
お
ỏ
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
ỏ
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
Ố

　

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
ỳ
た
場
合
は
ỏ
将
来
受
け
取

る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
ỏ　

年
以

⚑⚐

内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
ủ
追
納
制
度
Ứ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
府
中
年
金
事
務
所

察
⚐
⚔
⚒
ớ
⚓
⚖
⚑
Ờ
⚑
⚐
⚑
⚑

 　
ủ
ね
ん
き
ん
ネ
ỽ
ト
Ứ
は
ỏ
い
つ
で

も
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
イ
ン
タ

ồ
ネ
ỽ
ト
で
確
認
で
き
る
サ
ồ
ビ
ス

で
す
Ố

■
最
新
の
年
金
記
録
の
確
認

　
　

時
間
い
つ
で
も
ỏủ
ね
ん
き
ん
定

⚒⚔
期
便
Ứ
よ
り
も
新
し
い
年
金
記
録
を

確
認
で
き
ま
す
Ố
今
後
ỏủ
ね
ん
き
ん

定
期
便
Ứ
や
ủ
振
込
通
知
書
Ứ
を
イ

ủ
ね
ん
き
ん
ネ
ỽ
ト
Ứ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

ン
タ
ồ
ネ
ỽ
ト
で
受
け
取
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

期
間
ỏ
標
準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動

な
ど
ỏ
確
認
し
た
い
記
録
が
分
か
り

や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

■
将
来
の
年
金
額
の
試
算

　
ủ
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
働
き

続
け
た
場
合
の
年
金
額
Ứỏủ
こ
の
ま

ま
働
き
続
け
た
場
合
ỏ
何
歳
か
ら
ど

の
程
度
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
か
Ứ

な
ど
ỏ
自
身
の
人
生
設
計
に
応
じ
た

条
件
に
基
づ
い
て
年
金
額
の
試
算
が

で
き
ま
す
Ố

　

詳
細
は
ỏ
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね

ん
き
ん
ネ
ỽ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
察
⚐

⚕
⚗
⚐
ớ
⚐
⚕
⚘
Ờ
⚕
⚕
⚕
ỏ
Ｉ
Ｐ

電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
察
ớ
⚖
⚗
⚐

⚐
Ờ
⚑
⚑
⚔
⚔
へ
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
府
中
年
金
事
務
所

察
⚐
⚔
⚒
ớ
⚓
⚖
⚑
Ờ
⚑
⚐
⚑
⚑

 
恭
第
⚓
回
狛
江
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
捷
午
後
⚗
時
か

⚑⚖

らờ
会
場
Ở
⚓
⚐
⚔
会
議
室

ờ
内
容
Ở
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
の
内
容
と
役

割
分
担
に
つ
い
て
ỏ
他

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
⚖
回
ớ
仮
称
Ờ
狛
江
市
安
心
安

全
基
本
条
例
策
定
検
討
委
員
会

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
晶
午
後
⚑
時　

⚒⚐

⚓⚐

分
か
ら

ờ
会
場
Ở
⚔
階
特
別
会
議
室

ờ
案
件
Ởớ
仮
称
Ờ
狛
江
市
安
心
安
全

基
本
条
例
に
つ
い
て

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
安
心
安
全
課

恭
第
⚔
回
狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協

議
会

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
昭
午
後
⚓
時
か

⚒⚖

らờ
会
場
Ở
⚔
階
特
別
会
議
室

ờ
案
件
Ở
防
犯
講
演
会
等
に
つ
い
て

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
安
心
安
全
課

恭
第
⚖
回
狛
江
市
交
通
対
策
調
整
会

議ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
昇
午
後
⚓
時
か

⚓⚑

らờ
会
場
Ở
⚕
⚐
⚒
・
⚕
⚐
⚓
会
議
室

ờ
案
件
Ở
狛
江
市
交
通
安
全
計
画
に

つ
い
て

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
安
心
安
全
課

恭
第
⚖
回
狛
江
市
市
民
福
祉
推
進
委

員
会

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
昇
午
後
⚖
時　

⚒⚔

⚓⚐

分
か
ら

ờ
会
場
Ở
⚔
階
特
別
会
議
室

ờ
案
件
Ở
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
福
祉
サ
ồ
ビ
ス
支

援
室
総
合
調
整
担
当

恭
第
⚘
回
社
会
教
育
委
員
の
会
議

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
昌
午
後
⚗
時
か

⚑⚘

らờ
会
場
Ở
⚓
⚐
⚑
会
議
室

ờ
案
件
Ở
各
分
科
会
に
つ
い
て
ỏ
他

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

 　

平
成　

年　

月
か
ら　

月
の
間
に
ỏ

⚒⚓

⚑⚐

⚑⚒

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
Ố
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
Ố

▽
千
代
田
第
一
工
業
株
式
会
社

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
課
税
課

こ
ま
こ
ま
ええ応

援
寄
附

　
　

応
援
寄
附
金金

ớ
敬
ớ
敬
称称
略
Ờ
略
Ờ
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■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月
６
日
捷
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
対
象
〕
平

３０

成　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

２２
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保

険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯

ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
２
月
９
日
昭
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
〔
対
象
〕
平

３０

成　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

２１
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目

と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
１
月　

日
昇
受
付
時
間
は

３１

午
前　

時
～　

時　

分
〔
対
象
〕
生

１０

１０

３０

後
３
～
６
カ
月
未
満
の
乳
児
※
通
知

対
象
者
は
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の

２３

１０

乳
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

予
診
票
・
髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
・

ピ
ン
等

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
認
知
症
予
防
講
座
「
目
と
脳
イ
キ

イ
キ
体
操
」

〔
日
程
・
内
容
〕
▽
２
月
６
日
捷
・

見
る
意
識
を
変
え
よ
う
▽　

日
捷
・

１３

目
と
脳
を
鍛
え
よ
う
▽　

日
捷
・
目

２０

と
脳
と
体
を
鍛
え
よ
う
▽　

日
捷
、

２７

３
月
５
日
捷
・
目
と
脳
と
体
を
ス
ム

ー
ズ
に
連
動
さ
せ
よ
う
〔
時
間
〕
午

後
２
時
～
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
の
方
で
、
全
回
を
通
じ
て
参

加
で
き
る
方
※
初
め
て
受
け
る
方
を

優
先
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕

４０

藤
川
陽
一
さ
ん
（
叙
ア
フ
ァ
ン
認
知

症
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）〔
持
ち
物
〕

筆
記
用
具
※
運
動
し
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
捷
か
ら
介
護
支
援
課
高
齢
者
支

１６援
係
へ
。

■
食
育
料
理
教
室
「
取
り
分
け
離
乳

食
」
～
毎
月　

日
は
食
育
の
日
～

１９

〔
日
時
〕
２
月　

日
晶
午
前　

時　

１７

１０

３０

分
～
午
後
零
時　

分
〔
対
象
〕
生
後

３０

６
～
８
カ
月
児
の

保
護
者
※
保
育
あ

り
〔
定
員
〕　

人
１０

〔
メ
ニ
ュ
ー
〕
ご

は
ん
・
魚
と
き
の

こ
の
ホ
イ
ル
焼

き
・
温
野
菜
・
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

布
巾
・
筆
記
用
具
〔
参
加
費
〕
５
０

０
円
（
材
料
・
資
料
代
）

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
む
し
歯
予
防
教
室

〔
日
程
・
対
象
〕
▽
１
歳
児
か
ら
１

歳
６
カ
月
児
ま
で
の
保
護
者　

２
月

　

日
昌
▽
１
歳
７
カ
月
児
か
ら
２
歳

１５児
ま
で
の
保
護
者　

２
月　

日
昭

１６

〔
時
間
〕
午
前　

時
～　

時
〔
定
員
〕

１０

１１

各　

人
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

１５
黒
イ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
子
ど
も

が
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

　

生
後
５
・
６
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
受

講
中
は
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
に

よ
り
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
２
日
昭
受
付
時
間
は

午
後
１
時
～
１
時　

分
（
３
時
終
了

２０

予
定
）〔
対
象
〕
第
一
子
目
の
保
護
者

〔
定
員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

２０

康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

乳
児
の
飲
み
物
な
ど

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
マ
マ
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
友
達
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

〔
内
容
〕
▽
１
回
目　

妊
娠
中
の
生

活
・
家
族
計
画
、
妊
婦
体
操
（
実
習
）

▽
２
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活

（
先
輩
マ
マ
の
話
）、
妊
娠
中
の
食

事
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
赤

ち
ゃ
ん
と
マ
マ
パ
パ
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
▽
３
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐

浴
・
お
む
つ
交
換
（
実
習
）、
パ
パ
の

た
め
の
妊
婦
体
験
、
育
児
の
話
と
ほ

の
ぼ
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
健
康
づ
く
り
講
座
講
演
会
～
足
か

ら
健
康
・
足
か
ら
元
気
～

〔
日
時
〕
２
月
３
日
晶
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分
〔
定
員
〕　

人
〔
講

３０

６０

師
〕
山
下
和
彦
さ
ん
（
東
京
医
療
保

健
大
学
准
教
授
）

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

健
康
支
援
課
特
定
健
診
担
当
（
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
１
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

「
健
康
づ
く
り
教
室
」

〔
日
時
〕　

日
晶
午
後
１
時　

分
～

２０

３０

３
時
〔
会
場
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
内
容
〕
健
康
体
操
・
ミ
ニ
講
話

（
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
）〔
講
師
〕

こ
ま
え
正
吉
苑
職
員
、
他
※
水
分
は

各
自
用
意
し
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
正
吉
苑
察

（
５
４
３
８
）
２
５
２
２

■
２
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
体
操
教
室（
体
力
測
定
）　
〔
日
程
〕

２
日
昭
〔
講
師
〕
前
川
省
子
さ
ん

▽
健
口
体
操　
〔
日
程
〕　

日
捷
〔
講

１３

師
〕
原
眞
奈
美
さ
ん

▽
足
腰
を
元
気
に
す
る
体
操　
〔
日

程
〕　

日
昇
〔
講
師
〕
井
上
裕
代
さ

２８

ん
　

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
水
分
は

２０

各
自
準
備
し
、
運
動
の
際
は
、
動
き

や
す
い
服
装
・
上
履
き
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

１
月　

日
捷
か
ら
こ
ま
え
苑
察
（
３

１６

４
８
９
）
２
４
２
２
へ
。

 
■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
晶
午
前
９
時　

２７

３０

分
～　

時　

分

１１

３０

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
育
児
相
談
～
子
ど
も
の
身
長
、
体

重
も
測
れ
ま
す
～

〔
日
時
〕
１
月　

日
昌
午
前
９
時　

２５

３０

分
～　

時　

分
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

１１

３０

康
手
帳

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
）
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

～
み
ん
な
で
一
緒
に
ち
ょ
こ
っ
と
サ
イ
ズ
の
確
か
な
安
心
～

「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ちちちちちちちちちちちちちちちちち
ょょょょょょょょょょょょょょょょょ
こここここここここここここここここ
っっっっっっっっっっっっっっっっっ

ち
ょ
こ
っ
とととととととととととととととととと
共共共共共共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済済済済済済
共
済
」」」」」」」」」」」」」」」」」」に
加
入
を
！

　

東
京
都
の　

市
町
村
が
共
同
で

３９

運
営
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会
費
を
出

し
合
い
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
、

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

　

平
成　

年
度
分
（
４
月
１
日
共

２４

済
期
間
開
始
）
の
申
し
込
み
を
２

月
１
日
昌
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

〔
Ａ
コ
ー
ス
〕
年
額
１
埀
０
０
０

円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金

〔
Ｂ
コ
ー
ス
〕
年
額
５
０
０
円
で

最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金

※
一
人
１
口
に
限
り
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で
、
住
民
登

録
・
外
国
人
登
録
の
あ
る
方

※
小
・
中
学
生
、
消
防
団

員
は
市
の
負
担
で
Ｂ
コ
ー

ス
に
加
入
し
ま
す
が
、
Ａ

コ
ー
ス
希
望
の
方
は
自
費

で
別
途
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入

す
れ
ば
Ａ
コ
ー
ス
に
な
り

ま
す
。

〔
共
済
期
間
〕
４
月
１
日

～
平
成　

年
３
月　

日

２５

３１

※
年
度
途
中
に
加
入
し
た

場
合
は
、
申
し
込
み
の
翌

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

２５

３１

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

〔
見
舞
金
額
〕
下
表
の
と

お
り

〔
見
舞
金
対
象
事
故
〕
国

内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

で
、
次
の
交
通
機
関
等
に

よ
り
、
治
療
が
必
要
な
傷

を
受
け
た
場
合

（
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
自
動
車
・

電
車
・
汽
車
・
モ
ノ
レ
ー
ル
・
船
舶
・

航
空
機
・
身
体
障
が
い
者
用
の
車

い
す
等
）

〔
交
通
遺
児
年
金
〕
義
務
教
育
終

了
前
の
遺
児
の
方
に
は
遺
児
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕
加
入
申
込
書
に
会

費
を
添
え
て
近
く
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
１
月
下
旬
か
ら
各
戸

に
配
布
予
定
で
す
。
市
内
の
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

■ちょこっと共済見舞金
見舞金額

交通災害の程度等級 Ｂコース
（年額５００円）

Ａコース
（年額１，０００円）

１５０万円３００万円死亡
（交通災害を受けた日から１年以内）１等級

１００万円２００万円重度の後遺障害
（交通災害を受けた日から１年以内）２等級

１６万円２５万円入院日数３０日以上の傷害３等級

６万円９万円入院日数１０日以上３０日未満または
実治療日数３０日以上の傷害４等級

３万円５万円実治療日数１０日以上３０日未満の傷害５等級
２万円３万円実治療日数１０日未満の傷害６等級

交
通
災
害
共
済
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■医療費助成
担当課所得

要件助成額受　給　要　件制度名

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

有
医療費の自己負担額の一部または全部
※本人（⚒⚐歳未満は保険の世帯主または
被保険者等）の課税状況により認定

健康保険の被保険者およびその被扶養者である方で、身体障害者手帳⚑・
⚒級（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓・ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能障がいの方は⚓級も含む）、または愛の手帳⚑・
⚒度に該当する所得制限以下の方
※生活保護を受けている方、または該当等級となる手帳申請時に⚖⚕歳以上
の方は、対象となりません。

心身障害者医療費助成制度
（○障 ）

無月額自己負担限度額を超えた分の負担額
※生計中心者の所得状況により認定

都内に住民登録があり、対象となる疾病が認定基準を満たし、健康保険の
被保険者およびその被扶養者である方

難病医療費等助成制度
（○都 ）

有

原則、自己負担額の⚑割
※月額自己負担上限額は本人の収入や世
帯の所得・疾患等により設定

精神疾患を有する方で、通院による精神医療を継続的に要する程度の病状
にある方

自立支援医療費制度
（精神通院医療）

子育て支援課
手当助成係

児童、父、母、または養育者が医療機関
で支払う医療費の自己負担額の一部

⚑⚘歳になった日以後の最初の⚓月⚓⚑日までの児童（⚒⚐歳未満で中程度の障
がいを有する児童を含む）を保護するひとり親（父、母、または養育者）
※父、母が重度の障がいを有する世帯を含む。

ひとり親家庭等医療費助成
制度（○親 ）

■相談窓口
障がいのある方、その保護者、介護者などからの相談に応じ、必要な情報提供等の援助を行います。福祉サービス支援室障がい者支援担当
在宅の方やその家族に対し、地域における生活支援として、サービスの利用援助、社会資源の活用や生活力を高めるた
めの支援を総合的に行い、障がいのある方の自立と社会参加の支援を行います。

狛江市障害者地域自立生活支援センターサポート
（狛江市社会福祉協議会）察（⚕⚔⚓⚘）⚓⚕⚓⚓

障がいのある方の自立と社会参加を一層促進するため、一般就労の機会の拡大を図るとともに、安心して働き続けられ
るよう、身近な地域において就労面と生活面の支援を一体的に行います。

狛江市障がい者就労支援センターサポート
（狛江市社会福祉協議会）察（⚕⚔⚓⚘）⚓⚕⚓⚓

主に精神障がいの方を対象にした相談支援を行っており、精神科や心療内科等を受診している本人や家族、関係機関な
どからの相談を伺います。

地域生活支援センターリヒト
（あいとぴあセンター内）察（⚓⚔⚘⚐）⚖⚖⚕⚖

担当課内　　　容

障がい者手帳 福祉サービス支援室
障がい者支援担当

　身体に障がいのある方には「身体障害者手帳」、知的障がいのある方には「愛の手帳」、精神に障がいのある方には「精神障害者保健福
祉手帳」が東京都から交付されます。
　これらの手帳は、さまざまな福祉施策を利用するために必要です。手帳は心身の状況により等級が認定されます。
〔身体障害者手帳〕申請には、指定された医師による意見書（様式は市役所にあります）等が必要です。
〔愛の手帳〕⚑⚘歳未満の方は児童相談所、⚑⚘歳以上の方は東京都心身障害者福祉センターでの判定が必要です。
〔精神障害者保健福祉手帳〕申請には、医師による意見書（障害年金を受給されている方は年金証書でも可）等が必要です。

■手当・年金
担当課所得

要件支給額受　給　要　件制度名

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

有

月額⚕,⚔⚐⚐円
※義務教育終了前の兄弟等がいる場合、
⚑人に付き⚑,⚖⚐⚐円を加算

⚒⚐歳未満で身体障害者手帳⚑～⚔級または愛の手帳⚑～⚔度の方、もしく
は⚒⚐歳以上で身体障害者手帳⚓・⚔級または愛の手帳⚔度の方
※施設入所の方、または該当等級となる手帳申請時に⚖⚕歳以上の方は、対
象となりません。

心身障害者福祉手当
（市制度）

月額⚑万⚕,⚕⚐⚐円

⚒⚐歳以上で身体障害者手帳⚑・⚒級、愛の手帳⚑～⚓度、脳性麻痺、また
は進行性筋萎縮症の方
※施設入所の方、または該当等級となる手帳申請時に⚖⚕歳以上の方は、対
象となりません。

心身障害者福祉手当
（都制度）

月額⚖万円

心身に障がいのある次のいずれかに該当する方
▽重度の知的障がいで、著しい精神症状などのため、常時複雑な介護を必
要とする方
▽重度の知的障がいと重度の身体障がいが重複している方
▽重度の肢体不自由者で、両上肢・両下肢とも機能が失われ、座っている
ことが困難な程度以上の障がいのある方
※施設入所の方、病院等に継続して⚓カ月以上入院している方、または新
規申請時に⚖⚕歳以上の方は、対象となりません。

東京都重度心身障害者手当
（都制度）

月額⚒万⚖,⚓⚔⚐円

⚒⚐歳以上で精神または身体に著しく重度の障がいがあるため、日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする状態にあり、おおむね身体障害者手帳
⚑・⚒級、愛の手帳⚑・⚒度で重複障がいの方やこれらと同等の疾病・精
神障がいの方
※施設入所の方、病院等に継続して⚓カ月以上入院している方は対象とな
りません。

特別障害者手当
（国制度）

月額⚑万⚔,⚓⚓⚐円

⚒⚐歳未満で精神または身体に重度の障がいがあるため、日常生活において
常時介護を必要とする状態にあり、おおむね身体障害者手帳⚑級および⚒
級の一部、愛の手帳⚑度および⚒度の一部またはこれらと同等の疾病・精
神障がいの方
※施設入所の方、または障がいを理由とする公的年金受給者は、対象とな
りません。

障害児福祉手当
（国制度）

子育て支援課
手当助成係

〔重度障がい児〕　月額⚕万⚕⚕⚐円
〔中度障がい児〕　月額⚓万⚓,⚖⚗⚐円

⚒⚐歳未満で重度障がい児（おおむね身体障害者手帳⚑・⚒級、おおむね愛
の手帳⚑・⚒度）、中度障がい児（おおむね身体障害者手帳⚓級、おおむ
ね愛の手帳⚓度）、または同程度の疾病もしくは身体または精神の障がいの
ある児童の保護者

特別児童扶養手当
（国制度）

〔全部支給〕　月額⚔万⚑,⚕⚕⚐円
〔一部支給〕　月額⚔万⚑,⚕⚔⚐円～⚙,⚘⚑⚐円
▽⚒人目加算　月額⚕,⚐⚐⚐円
▽⚓人目以降加算　月額⚓,⚐⚐⚐円

⚑⚘歳になった日以後の最初の⚓月⚓⚑日までの児童で（⚒⚐歳未満で中度以上
の障がいを有する児童を含む）、父または母が重度の障がいを有する児童の
保護者

児童扶養手当
（国制度）

月額⚑万⚕,⚕⚐⚐円⚒⚐歳未満で身体障害者手帳⚑・⚒級程度、愛の手帳⚑～⚓度程度、または
脳性まひ・進行性筋萎縮の障がいを有する児童の保護者

児童育成手当
（障害手当・都制度）

月額⚑万⚓,⚕⚐⚐円⚑⚘歳になった日以後の最初の⚓月⚓⚑日までの児童で、父または母が重度の
障がいを有する児童の保護者

児童育成手当
（都制度）

健康支援課
保険年金係

一部
有

〔⚑級〕　年額⚙⚘万⚖,⚑⚐⚐円
〔⚒級〕　年額⚗⚘万⚘,⚙⚐⚐円

原則、国民年金に加入中の病気やけがによって障がいが残り、支給要件を
満たしているとき
※⚒⚐歳になる前の病気やけがが原因で障がいが残った場合は、一定の基準
により⚒⚐歳から年金が受けられます。

障害基礎年金
（国民年金）

福祉サービス支援室
障がい者支援担当無月額⚕,⚔⚐⚐円難病医療費等助成制度（○都 ）を認定されている方、または他の公的制度

（公簿等）により難病であることが確認できる方
難病者福祉手当
（市制度）

障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障ががががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビスススススススススススススススススススススス
ののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障がががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉サササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ障がい福祉サービスススススススススススススススススススススス
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　身体障がいのある方、知的障
がいのある方、精神障がいのあ
る方等の自立や社会参加の実現
を支援しています。ここでは主
に、障がい福祉サービスを紹介
します。
※今後変更が生じることがあり
ます。

〔問い合わせ〕
福祉サービス支援室障がい者支援担当
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■自立支援給付
担当課所得

要件負担額概　　　　要制度名

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

無
〔本人および配偶者（⚑⚘歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕原則⚑割負担
〔非課税世帯〕無料

障がいのある方の居宅で、入浴、排せつおよび食事等の介護や、調理、
洗濯および掃除などの家事、生活等に関する相談・助言等の生活全般
にわたる援助を行います。

居宅介護
（ホームヘルプ）

心身の発達がゆっくりであったり、アンバランスであったりする未就
学児に対し、適切な指導と訓練を実施します。

児童デイサービス
（あいとぴあ子ども発達教
室「ぱる」）

自宅で介護する方が病気の場合等、一時的に自宅での生活が困難とな
った障がいのある方に、短期間、夜間を含め施設で、入浴、排せつお
よび食事の介護その他の必要な保護を行います。

短期入所事業
（ショートステイ）

有

〔本人および配偶者（⚑⚘歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕基準額の⚑割負担
〔非課税世帯〕無料
※世帯の中に市民税所得割額が⚔⚖万円以上の
方がいる場合は公費負担の対象となりません。

身体障害者手帳の交付を受けた方に対して、身体の一部の欠損や機能
を補い日常生活や職業生活を容易にするための機能を助ける装具（義
肢、装具、盲人安全杖、義眼、眼鏡、補聴器、車いす、⚑本杖以外の
歩行補助杖、歩行器など）の交付や、修理に必要な費用を助成します。
※種目に応じた基準額あり。

補装具費の支給

■就労活動の場
担当課所得

要件負担額概　　　　要制度名

福祉サービス支援室
障がい者支援担当無〔本人および配偶者が課税世帯〕⚑割負担

〔非課税世帯〕無料
障がいがあり、一般企業での就労が困難な方に、働く場の提供や就労
に必要な知識および能力向上のために必要な訓練を行います。

就労継続支援（A型・B型）
就労移行支援

■日常生活の援助・助成
担当課等所得

要件助成額等受　給　要　件制度名

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

無

都営地下鉄全線、都バス、都電、日暮里・舎
人ライナーが無料

身体障害者手帳・愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて
いる方
※シルバーパスとの併用はできません。

都営交通無料乗車券・
精神障害者都営交通乗車証
の交付

都内を運行する一般路線バスの都内区間運賃
が半額
※付き添いの方には割引証を発行

〔本人のみ〕身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方
〔本人および付き添いの方〕愛の手帳、または第⚑種の身体障害者手
帳の交付を受けている方

民営バスの割引および付き
添いの方の割引

通常料金の半額

〔本人が運転する場合〕身体障害者手帳の交付を受けている方
〔本人が運転する場合および本人が同乗し本人以外の方が運転する場合〕
第⚑種の身体障害者手帳、または第⚑種の愛の手帳の交付を受けている方
※短期リースや、事業・営業に使用する自動車等は対象となりません。

有料道路の割引

有

限度額⚑⚓万⚓,⚙⚐⚐円市内に居住する18歳以上の上・下肢または体幹機能障がい⚑・⚒級の
方が、就労に伴い自らが所有し、運転する自動車の改造が必要な方

身体障害者用自動車改造費
の助成

助成対象経費の⚓分の⚒（⚑,⚐⚐⚐円未満切り捨
て）を助成。ただし、前年の所得税額に応じ
て限度額あり。排気量等の限定解除は助成対
象経費の実支出額（限度額⚒万⚖⚐⚐円）

市内に引き続き3カ月以上住所を有し、運転免許適性試験に合格した
愛の手帳4度以上および身体障害者手帳⚓級以上（内部障がいは4級、
下肢または体幹機能障がいは5級以上で歩行困難な方）の方

自動車運転教習および排気
量等の限定解除費用の助成

無⚑カ月⚑⚕ℓを限度とした額（⚘⚐⚐円）

自ら運転する自動車を所有し、市内に引き続き⚓カ月以上居住し、住
民基本台帳または外国人登録原票に登録されている方で、身体障害者
手帳⚑～⚓級の方
※福祉タクシー利用助成との併給はできません。

身体障害者自動車ガソリン
費助成

有

月額⚒,⚘⚐⚐円

上肢障がい・聴覚障がいを除く身体障害者手帳⚑・⚒級の方、愛の手
帳⚑・⚒度の方、または高次脳機能障がいで重度の知的障がいと同程
度の方
※ガソリン費の助成と併給はできません。

福祉タクシーおよび福祉車
輌利用助成

児童一人につき、月額⚖,⚐⚐⚐円以内
地方公共団体の補助を受けて、心身に障がいを有する児童の通所訓練
事業を実施している私立または任意のグループの通所訓練施設で訓練
を受けている児童の保護者

私立心身障害児通所訓練施
設通所児保護者に対する補
助金

無

〔重度心身障害者手当を受給していない市民
税非課税の方〕⚓万⚓,⚒⚐⚐円（年⚓回）を限度
とした介護用品の支給
〔それ以外の方〕⚒万円（年⚓回）を限度と
した介護用品の支給

東京都重度心身障害者手当の対象となる重度の障がいのある方で、常
時おむつを必要とする65歳未満の方
※施設入所等適用除外あり。

重度心身障害者（児）家族
介護用品の支給

介護支援課
高齢者支援係月⚔枚

心身に障がいがあり、障害者手帳の交付を受けている12歳以上で自宅
に入浴施設がなく、常時公衆浴場を利用される方
※生活保護の生活扶助を受給する方は除く。

入浴券の交付

特定非営利活動法人
ハンディキャブこまえ
察（⚓⚔⚘⚐）⚕⚔⚓⚓

利用は原則、午前⚘時から午後⚖時まで（時
間外は要相談）、運行利用料は⚓⚐分⚕⚐⚐円（早
朝・夜間・休日⚖⚐⚐円）。走行距離⚑㎞につき
⚕⚐円加算（市内は一運行⚗⚐⚐円）
〔年会費〕⚓,⚐⚐⚐円

利用会員登録をされた方（原則、市内在住）で、車いすを利用する方、
歩行困難の方、目の不自由な方、知的ハンディのある方、または、そ
のほか移動困難と認められる方

送迎サービス
（ハンディキャブ）

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

有全額免除

▽身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方がいる
世帯で、世帯構成員全員が市民税非課税の場合
▽所得税法または地方税法に規定する障がい者のうち、児童相談所、
知的障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医
により知的障がいと判定された方がいる世帯で、世帯構成員全員が市
民税非課税の場合

NHK放送受信料の免除
（全額）

無半額免除

▽視覚障がいまたは聴覚障がい、もしくは障害等級が⚑・⚒級の身体
障害者手帳をお持ちの方が世帯主で受信契約者である場合
▽障害等級が⚑級の精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方が世帯主で
受信契約者である場合
▽所得税法または地方税法に規定する特別障がい者のうち、児童相談所、
知的障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医に
より重度の知的障がいと判定された方が、世帯主で受信契約者の場合

NHK放送受信料の免除
（半額）

■地域生活支援
担当課等所得

要件負担額概　　　　要制度名

福祉サービス支援室
障がい者支援担当

無
無料
※通訳者の交通費、入場料等は利用者負担と
なる場合があります。

聴覚・音声機能・言語機能障がいのある方と、他の方との意思疎通を
仲介し、社会参加を促進するために、手話通訳者や要約筆記者の派遣
を行います。

コミュニケーション支援
（手話通訳・要約筆記者派遣）

有

〔本人および配偶者（⚑⚘歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕基準額の⚕％負担
〔非課税世帯〕無料
※世帯の中に市民税所得割額が⚔⚖万円以上の
方がいる場合は公費負担の対象となりません。

日常生活用具（入浴補助用具、歩行支援用具、特殊寝台、特殊便器、
火災警報器、ストマ装具など）の購入費用の一部を支給します。
※種目に応じた基準額あり。

日常生活用具費の支給

無

〔本人および配偶者（⚑⚘歳未満の場合は保護
者）が課税世帯〕⚕％負担
〔非課税世帯〕無料

視覚障がいの方、肢体不自由の方で上下肢ともに重度の障がいのある
方、知的障がいの方、または精神障がいの方などの社会生活上必要不
可欠な外出、および余暇活動等社会参加のための外出を支援します。

移動支援

障がいのある方等の日中の活動の場の確保および一時的な見守りによ
り、障がいのある方等の社会適応の促進および日常介護している家族
の一時的な負担軽減を図るための支援を行います。

日中一時支援

身体障害者手帳の交付を受けている⚑⚕歳以上⚖⚕歳未満の在宅の方で、
座位を保つことが著しく困難である等、訪問入浴でなければ入浴が困
難な方に実施します。

訪問入浴

地域生活支援センター
リヒト察（⚓⚔⚘⚐）⚖⚖⚕⚖

無料
※リヒトに登録する際、登録料（年額⚑,⚑⚒⚐円）
が必要です。

フリースペースの提供、グループワーク・メンバーによる自主活動の
支援、地域住民との交流事業や地域の社会資源とのネットワーク構築
の他、同行支援や訪問支援などの生活支援も行っています。
※リヒトに利用登録をした方が対象です。

地域活動支援センター
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考
お
よ
び
面
接
試
験

※
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
聴
講
を
希

望
す
る
方
は
書
類
選
考
の
み
ờ
合
格

発
表
Ở
⚓
月　

日
捷
※
受
験
者
全
員

⚑⚒

に
通
知
Ố
電
話
等
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
不
可
ờ
聴
講
科
目
Ở
外
国
語
科
目

ớ
外
国
語
会
話
を
除
く
Ờỏゼ
ミ
ナ
ồ

ル
・
卒
業
論
文
ỏ
総
合
研
究
ỏ
教
職

課
程
専
門
科
目
ỏ
定
員
制
科
目
を
除

く
商
学
部
開
講
科
目
の
中
か
ら
⚖
科

目
ま
で
※
学
部
生
の
受
講
者
が
い
な

い
科
目
ỏ
履
修
者
数
が
超
過
し
て
い

る
科
目
ỏ
資
格
取
得
講
座
は
受
講
不

可
ờ
聴
講
料
Ở
通
年
⚑
科
目
⚑
万
円
ỏ

半
期
⚑
科
目
⚕
埀
⚐
⚐
⚐
円
ớ
簿
記

論
は
各
⚑
万
円
Ờờ
出
願
方
法
Ở
⚒
月

　

日
昭
ま
で
に
ỏ
志
願
票
ớ
指
定
用

⚑⚖紙
Ờ・
志
願
理
由
書
ớ
指
定
用
紙
ま
た

は
Ａ
⚔
判
⚘
⚐
⚐
字
程
度
Ờ・
健
康
診

断
書
ớ
指
定
用
紙
Ố
た
だ
し
ỏ
過
去

⚕
年
間
に
社
会
人
特
別
聴
講
生
だ
ỳ

た
方
は
不
要
Ờ・
身
分
証
明
書
ớ
自
動

車
運
転
免
許
証
ỏ
健
康
保
険
証
の
写

し
等
Ờ・
宛
名
シ
ồ
ル
ớ
指
定
用
紙
Ờ

お
よ
び
在
勤
の
方
は
在
勤
を
証
明
す

る
書
類
を
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係

ま
た
は
日
本
大
学
商
学
部
教
務
課
へ

提
出
ớ
指
定
用
紙
の
配
布
は
提
出
先

と
同
じ
Ờ

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
日
本
大
学
商
学
部

教
務
課
察
ớ
⚓
⚗
⚔
⚙
Ờ
⚖
⚗
⚑
⚒

 
■
第　

回
狛
江
市
民
柔
道
大
会

⚒⚗

ờ
日
時
Ở
⚒
月　

日
掌
午
前
⚙
時　

⚒⚖

⚓⚐

分
か
ら
ờ
会
場
Ở
市
民
総
合
体
育
館

ờ
対
象
Ở
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
方
ờ
試
合
方
法
Ở
小
学
生
の
部

ớ
学
年
別
・
男
女

別
Ờỏ中
学
生
の
部
ỏ

一
般
段
外
の
部
※

各
高
点
試
合
ờ
参

加
費
Ở
⚓
⚐
⚐
円

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
⚑
月

　

日
晶
ま
で
に
ỏ
狛
江
市
柔
道
ク
ラ

⚒⚗

ブ
・
池
田
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚔
⚖
⚗

⚓
へ
Ố

 
脅
西
河
原
公
民
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚓
⚒
⚐
⚑

■
こ
ま
え
市
民
大
学
ủ
江
戸
と
村
を

つ
な
い
だ
寺
社
Ỗ
い
づ
み
の
地
蔵
尊

を
中
心
に
Ỗ
Ứ　

ờ
日
時
Ở⚑
月　

日
⚒⚘

松
午
後
⚒
時
Ỗ
⚔
時
ờ
会
場
Ở
中
央

公
民
館
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
講
師
Ở
菅

⚕⚐

原
昭
英
さ
ん
ớ
泉
龍
寺
元
住
職
Ờờ
受

講
料
Ở
⚒
⚐
⚐
円
ờ
申
し
込
み
Ở　
⚑⚘

日
昌
午
前
⚙
時
か
ら

■
成
人
学
習
事
業
西
河
原
カ
レ
ỽ
ジ

ủ
教
養
講
座
・
煎
茶
教
室
Ứ　

ờ
日

程
・
内
容
Ở
▽
⚒
月
⚑
日
昌
・
煎
茶

道
の
お
茶
▽
⚘
日
昌
・
お
茶
の
入
れ

方
と
体
験
▽　

日
昌
・
茶
席
風
景ờ
時

⚑⚕

間
Ở
午
前　

時
Ỗ
正
午
ờ
対
象
Ở
成

⚑⚐

人
市
民
ờ
定
員
Ở
先
着　

人
ờ
講
師
Ở

⚑⚕

松
靜
会ớ
公
民
館
利
用
団
体
Ờờ
参
加

費
Ở
⚑
埀⚐
⚐
⚐
円ớ
材
料
代
Ờờ
申
し

込
み
Ở
⚑
月　

日
捷
午
前
⚙
時
か
ら

⚑⚖

脅
中
央
公
民
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚔
⚔
⚑
⚑

■
青
年
教
室
ớ
狛
プ
ồ
Ờủ
新
し
い
世

代
の
歌
声
喫
茶
Ỗ
出
会
う
・
つ
な
が

る
・
一
緒
に
歌
お
う
Ỗ
Ứ　

ờ
日
程
・

内
容
Ở
▽
⚒
月
⚒
日
昭
・
生
演
奏
で

歌
う
喜
び
Ỗ
ま
ず
は
声
を
出
そ
う
Ỗ

ớ
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
ỏ
他
Ờ
▽

⚙
日
昭
大
勢
で
歌
う
喜
び
Ỗ
隣
り
の

人
の
声
が
聴
こ
え
る
Ỗ
ớ
島
唄
ỏ
他
Ờ

▽　

日
昭
・
知
り
た
い
Ỗ
歌
を
覚
え

⚑⚖
る
喜
び
Ỗ
タ
イ
ト
ル
だ
け
知
ỳ
て
い

る
あ
の
曲
を
歌
お
う
Ỗ
ớ
ア
メ
イ
ジ

ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
ỏ
他
Ờ
▽　

日
昭
・

⚒⚓

出
会
い　

つ
な
が
る
喜
び
Ỗ
新
し
い

世
代
の
歌
声
喫
茶
Ỗ
ớ
夜
空
ノ
ム
コ

ウ
ỏ
他
Ờờ
時
間
Ở
午
後
⚗
時
Ỗ
⚙
時

ờ
対
象
Ở
青
年
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
講

⚓⚐

師
Ở
菊
池
利
香
さ
ん
ớ
ジ
Ỿ
ズ
シ
ン

ガ
ồ
Ờ

 
脅
中
央
図
書
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚔
⚔
⚑
⚔

■
大
人
の
た
め
の
絵
本
の
会　
ờ
日

時
Ở
⚒
月
⚔
日
松
・　

日
松
午
後
⚒

⚒⚕

時
Ỗ
⚓
時
ờ
会
場
Ở
中
央
公
民
館

ờ
対
象
Ở
中
学
生
以
上
ờ
定
員
Ở
各

日
先
着　

人
ờ
内
容
Ở
柳
田
邦
男
さ

⚒⚐

ん
お
す
す
め
の
絵
本
中
心
の
お
は
な

し
会
ờ
申
し
込
み
Ở
⚑
月　

日
捷
午

⚑⚖

前　

時
か
ら

⚑⚐
■
児
童
行
事
実
技
講
座
Ỗ
点
字
体
験

　

絵
本
を
点
訳
し
て
み
よ
う
Ỗ　

ờ
日
時
Ở
⚒
月　

日
昌
・　

日
昌
・

⚑⚕

⚒⚒

　

日
昌
午
前　

時
Ỗ
正
午
ờ
会
場
Ở

⚒⚙

⚑⚐

中
央
公
民
館
ờ
対
象
Ở
点
字
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
人
ờ
定
員
Ở
先
着　

人
⚑⚕

程
度
ờ
講
師
Ở
伊
藤
聡
子
さ
ん
ớ
点

字
技
能
士
Ờờ
申
し
込
み
Ở
⚑
月　

日
⚑⚖

捷
午
前　

時
か
ら

⚑⚐

脅
南
部
地
域
セ
ン
タ
ồ 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚒
⚑
⚕
⚐

■
な
ん
ぶ
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し

会　
ờ
日
時
Ở⚑
月　

日
晶
午
前　

時

⚒⚐

⚑⚑

か
らờ
対
象
Ở
乳
幼
児
と
保
護
者ờ
大

型
絵
本
Ở
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ἀ
ỽ
キ

ờ
大
型
紙
芝
居
Ở
こ
ね
こ
の
し
ろ
ち

Ỵ
ん
ờ
折
り
紙
Ở
お
に
の
お
め
ん

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
ờ
日
時
Ở⚑

月　

日
晶
午
後
⚓
時　

分
か
ら
ờ
対

⚒⚐

⚓⚐

象
Ở
幼
児
Ỗ
小
学
校
低
学
年
ờ
大
型

絵
本
Ởゆ
き
ご
ん
の
お
く
り
も
のờ
折

り
紙
Ở
お
に

 
■
第　

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ỻ
ア

⚒⚔

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
晶
Ỗ　

日
掌
午

⚒⚐

⚒⚒

前　

時
Ỗ
午
後
⚗
時
ớ
最
終
日
は
午

⚑⚐
後
⚕
時
ま
で
Ờờ
会
場
Ở
パ
ồ
ク
ア
ベ

ニ
ỿ
ồớ
立
川
市
曙
町
⚒
們　

們
⚑
Ờ

⚔⚒

ờ
内
容
Ở
多
摩
地
域
の
教
育
委
員
会

が
発
行
し
た
郷
土
誌
・
文
化
財
関
連

の
出
版
物
の
展
示
・
販
売
会

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
社
会
教
育
課
文
化

財
担
当

 
■
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
の
日
ớ
⚑

月　

日
昇
Ờ・
週
間
ớ
⚑
月　

日
掌
Ỗ

⚑⚗

⚑⚕

　

日
松
Ờủ
防
災
は
備
え
と
意
識
と
助

⚒⚑け
合
い
Ứ

　

平
成　

年
⚓
月　

日
発
生
の
東
日

⚒⚓

⚑⚑

本
大
震
災
を
踏
ま
え
ỏ
災
害
時
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
活
動
や
家
具
類

の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止
対
策
な

ど
ỏ
身
近
な
震
災
対
策
に
つ
い
て
地

域
や
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
Ỷ
う
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở狛
江
消
防
署
察ớ
⚓

⚔
⚘
⚐
Ờ
⚐
⚑
⚑
⚙

■
⚑
月　

日
昭
文
化
財
防
火
デ
ồ

⚒⚖

ủ
育
て
よ
う
歴
史
を
守
る
防
火
の
心
Ứ

　

東
京
消
防
庁
で
は
ỏ
放
火
火
災
の

予
防
や
自
衛
消
防
訓
練
の
実
施
な
ど

を
呼
び
掛
け
ỏ
後
世
に
継
承
す
る
貴

重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
の
火
災
予

防
を
推
進
し
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở狛
江
消
防
署
察ớ
⚓

⚔
⚘
⚐
Ờ
⚐
⚑
⚑
⚙

■
全
国
一
斉
法
務
局
休
日
相
談
所

ờ
日
程
Ở
⚒
月　

日
掌
ờ
内
容
・
時

⚑⚒

間
Ở
▽
相
談
会
・
午
前　

時
Ỗ
午
後

⚑⚐

⚔
時
▽
講
演
会
ủ
成
年
後
見
に
つ
い

て
Ứ
午
前　

時
Ỗ　

時　

分
▽
ủ
相

⚑⚐

⚑⚐

⚕⚐

続
登
記
に
つ
い
て
Ứ
午
後
⚒
時
Ỗ
⚒

時　

分
ờ
会
場
Ở
東
京
法
務
局
本
局

⚕⚐
お
よ
び
八
王
子
支
局ớ
相
談
会
の
み
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
東
京

法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室
察
ớ
⚕

⚒
⚑
⚓
Ờ
⚑
⚓
⚑
⚙
へ
Ố

 
■
就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ồ
Ỗ
就
職

を
成
功
さ
せ
る
方
法
Ỗ

ờ
日
時
Ở
⚒
月
⚖
日
捷
午
後
⚒
時
Ỗ

⚔
時
ờ
会
場
Ở
エ
コ
ル
マ
ホ
ồ
ル
展

示
・
多
目
的
室
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
内

⚔⚐

容
Ở
就
職
活
動
で
役
立
つ
実
践
的
内

容
ớ
志
望
動
機
ỏ
自
己
Ｐ
Ｒ
ỏ
応
募

書
類
の
作
成
方
法
等
Ờờ
講
師
Ở
藤
本

恵
三
さ
ん
ớ
叙
日
本
マ
ン
パ
ワ
ồ
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở
地
域

活
性
課
地
域
振
興
係
へ
Ố

■
狛
江
市
消
費
者
団
体
連
絡
会
・
消

費
者
庁
ủ
食
品
と
放
射
能
Ứ

ờ
日
時
Ở
⚒
月　

日
抄
午
後
⚒
時
Ỗ

⚑⚑
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■フレッシュ名曲コンサート～今、世界が注目するホープ・山田和樹
指揮　東京フィルハーモニー交響楽団～
〔日時〕⚒月⚔日松午後⚓時開演
〔出演〕バイオリン：依田真宣
〔曲目〕ブラームス「交響曲第⚑番」、メンデルスゾー
ン「ヴァイオリン協奏曲」、他
〔チケット〕全席指定　一般⚓，⚕⚐⚐円　高校生以下⚕⚐⚐円
（当日、学生証などを持参）※未就学児はご遠慮ください。

■ふらっとエコルマ、オープンハウス～ダンス！
ダンス！！ダンス！！！～
〔日時〕⚒月⚑⚙日掌午前⚑⚐時～午後⚕時
〔出演〕市内在住のプロのダンサーの皆さん
〔内容〕公募者を中心に「Jump up stage」（午前
⚑⚑時から）、プロダンサーによる「Heat up stage」
（午後⚒時から）、みんなで「Final stage～Never stop 
Moving～」（午後⚔時から）、ワークショップ（当日受
付・定員制）、他
〔参加費〕⚕⚐⚐円（入館料）※中学生以下無料

■ロビー公演　愉快なやぎたちの物語「三びきのやぎのがらがらどん」
（人形劇団ポポロ）同時上演：ポエム・ポエム～うたでつづる人形劇～
〔日時〕⚒月⚒⚕日松午後⚑時⚓⚐分開演
〔チケット〕全席自由　⚑，⚐⚐⚐円（お菓子付き）
〔発売〕⚑月⚒⚐日晶から※⚓歳以上は要チケット

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
察
ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ
⚔
⚑
⚐
⚖

ヨ

イ

ホ

ồ

ル

好評発売中 ※いずれの公演も託児サービスあり
（有料・⚒歳以上・申し込み制）

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ồ 

察
ớ
⚕
⚔
⚓
⚘
Ờ
⚖
⚖
⚐
⚖

■
わ
く
わ
く
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
Ỗ
お
母
さ

ん
の
手
づ
く
り
教
室
Ỗ　
ờ
日
時
Ở

⚑
月　

日
昇
午
後
⚑
時　

分
Ỗ
⚒

⚒⚔

⚔⚕

時　

分ờ
内
容
Ở

⚔⚕
鬼
の
お
面
を
つ

く
ろ
う
ờ
申
し

込
み
Ở　

日
晶

⚒⚐

ま
で

■
た
ん
ぽ
ぽ
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

ủ
こ
と
ば
が
伸
び
る
上
手
な
子
育

て
Ứ　

ờ
日
時
Ở⚑
月　

日
昇
午
前

⚓⚑

　

時　

分
Ỗ　

時　

分
ờ
定
員
Ở

⚑⚐

⚓⚐

⚑⚑

⚓⚐

先
着　

人
ờ
内
容
Ở
中
川
信
子
さ

⚑⚕

ん
ớ
言
語
聴
覚
士
Ờ
を
囲
ん
で
子

育
て
の
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
し

Ỷ
う
ờ
申
し
込
み
Ở　

日
捷
か
ら

⚑⚖

脅
多
摩
川
保
育
園 

察
⚐
⚔
⚒ớ
⚔
⚘
⚓
Ờ⚔
⚖
⚖
⚗

■
園
庭
開
放　
ờ
日
時
Ở⚒
月
⚓
日

晶
午
前　

時
Ỗ　

時ớ
雨
天
中
止
Ờ

⚑⚐

⚑⚑

ờ
内
容
Ở
獅
子
舞
ỏ
子
育
て
に
関

す
る
相
談

脅
和
泉
児
童
館 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚑
⚔
⚔
⚑

■
折
り
紙
教
室
ủ
節
分
の
鬼
Ứ　

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
晶
午
後
⚓
時

⚒⚗

　

分
Ỗ
⚔
時　

分
ờ
対
象
Ở
小
学

⚓⚐

⚓⚐

生
Ỗ
高
校
生
ờ
定
員
Ở
先
着　

人
⚑⚕

■
す
く
す
く
測
定　
ờ
日
時
Ở⚑
月

　

日
捷
午
後
⚑
時　

分
Ỗ
⚒
時　

⚓⚐

⚓⚐

⚓⚐

分
ờ
対
象
Ở
乳
幼
児
の
保
護
者

ờ
内
容
Ở
食
の
困
ỳ
た
こ
と
に
つ

い
て
気
軽
に
栄
養
士
に
相
談
で
き

ま
す
Ố

■
か
る
た
大
会　
ờ
日
程
Ở⚑
月　
⚓⚐

日
捷
ờ
対
象
・
時
間
Ở
▽
小
学
校

⚑
Ỗ
⚓
年
生　

午
後
⚔
時
Ỗ
⚕
時

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて
▽
小
学
校
⚔
年
生
以
上　

午
後

⚕
時
Ỗ
⚖
時
※
当
日
児
童
館
へ
Ố

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ồ 

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚕
⚔
⚑
⚔

■
ス
タ
ỽ
フ
タ
イ
ム
ủ
あ
さ
み

ỳ
ち
の
ド
ỽ
ヂ
・
ザ
・
タ
ỽ
グ

マ
ỽ
チ
Ứ　

ờ
日
時
Ở⚑
月　

日
⚑⚘

昌
午
後
⚓
時　

分
Ỗ
⚔
時　

分

⚓⚐

⚔⚕

ờ
対
象
Ở
小
学
生
ờ
内
容
Ở
ド

ỽ
ジ
ボ
ồ
ル
で
夢
の
対
決
！

■
ロ
ỽ
キ
ồ
シ
ネ
マ
ズ　
ờ
日

時
Ở
⚑
月　

日
晶
午
後
⚓
時
Ỗ

⚒⚐

⚕
時
ờ
対
象
Ở
小
学
生
※
内
容

は
館
内
に
掲
示
し
ま
す
Ố

以　下　は　広　告　枠　で　す

ờ
日
時
Ở
⚑
月　

日
掌
午
後
⚒
時
か

⚒⚙

ら
ớ
⚑
時　

分
開
場
Ờ

⚓⚐

ờ
定
員
Ở
先
着　

人
⚘⚐

ờ
出
演
Ở
ｓ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ　

ｃ
ａ
ｋ
ｅ

ờ
内
容
Ởそ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
の
特
徴
・

持
ち
味
を
生
か
し
た
ỏ
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
届
け
し
ま

す
Ố

ờ
曲
目
Ởコ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
・

コ
ồ
ヒ
ồ

ル
ン
バ
ỏ

他ờ
会
場
・

問
い
合
わ

せ
Ở
岩
戸

地
域
セ
ン

タ
ồ
察

ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚗
⚐
⚔
⚐

ờ
日
時
Ở
⚒
月　

日
晶
午
前　

時
Ỗ

⚑⚗

⚑⚐

正
午

ờ
会
場
Ở
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ồ

ờ
定
員
Ở
先
着　

人
⚔⚐

ờ
講
師
Ở
星
川
和
代
さ
ん
ớ
日
本
絵

手
紙
協
会
公
認
講
師
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ởủ
絵
手

紙
発
祥
の
地
倆
狛
江
Ứ
実
行
委
員
会

事
務
局ớ
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
Ờ

へ
Ố

　

市
立
中
学
校
の
技
術
・
家
庭
科
ỏ

美
術
科
の
授
業
で
生
徒
が
作
ỳ
た
素

晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
指
導
室

噛
技
術
・
家
庭
科
噛

ờ
期
間
Ở
⚑
月　

日
昇
Ỗ
⚒
月
⚓
日

⚓⚑

晶
ớ
⚓
日
晶
は
午
後
⚓
時
ま
で
Ờ

ờ
会
場
Ở
市
役
所
⚒
階
ロ
ビ
ồ

噛
美　

術　

科
噛

ờ
期
間
Ở
⚒
月
⚔
日
松
午
前　

時
Ỗ

⚑⚐

⚘
日
昌
午
後
⚓
時

ờ
会
場
Ở
泉
の
森
会
館

Ỗ
フ
Ỽ
ル
ク
ロ
ồ
レớ
南
米
音
楽
ỜỖ

エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前⚙時から午後⚗時まで
（電話予約でも取り扱っています）。小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場でも、
ロビー公演以外のチケットを取り扱っています。

ờ
対
象
団
体
等
Ở
▽
市
民
団
体

　

平
成　

年
度
中
に
エ
コ
ル
マ

⚒⚔

ホ
ồ
ル
を
使
用
予
定
で
ỏ
代
表

者
等
の
住
所
ỏ
団
体
の
事
務
所

お
よ
び
活
動
の
拠
点
が
市
内
に

あ
る
団
体
▽
新
人
・
若
手
ア
ồ

テ
ỹ
ス
ト　

⚔
月
⚑
日
現
在
市

内
に
⚒
年
以
上
居
住
の
満　

歳
⚓⚕

以
下
の
方
で
ỏ
文
化
振
興
事
業

団
の
公
演
等
事
業
に
協
力
で
き

る
方

ờ
対
象
期
間
Ở
⚔
月
⚑
日
Ỗ
平

成　

年
⚓
月　

日

⚒⚕

⚓⚑

ờ
対
象
事
業
Ở
支
援
決
定
後
に

行
う
事
業
で
次
に
該
当
す
る
も

の▽
市
民
団
体　

市
内
で
行
わ
れ

る
文
化
芸
術
活
動
事
業
ỏ
創
造

的
か
つ
先
駆
的
な
事
業
ỏ
市
民

ニ
ồ
ズ
や
地
域
性
に
適
合
し
た

特
徴
あ
る
事
業
▽
新
人
・
若
手

ア
ồ
テ
ỹ
ス
ト　

エ
コ
ル
マ
ホ

ồ
ル
ま
た
は
他
ホ
ồ
ル
等
で
実

施
す
る
事
業
ỏ
芸
術
性
豊
か
な

事
業

ờ
支
援
内
容
Ở
▽
市
民
団
体　

ホ
ồ
ル
基
本
使
用
料
お
よ
び　
⚒⚐

万
円
を
上
限
と
す
る
経
済
的
支

援
ỏ
事
業
団
職
員
お
よ
び
エ
コ

ル
マ
サ
ポ
ồ
タ
ồ
ズ
に
よ
る
人

的
支
援
▽
新
人
・
若
手
ア
ồ
テ

ỹ
ス
ト　
　

万
円
を
上
限
と
す

⚔⚐

る
経
済
的
支
援
ỏ
事
業
団
の
職

員
お
よ
び
エ
コ
ル
マ
サ
ポ
ồ
タ

ồ
ズ
に
よ
る
人
的
支
援

ờ
選
考
Ở
書
類
お
よ
び
プ
レ
ゼ

ン
テ
ồ
シ
ἀ
ンớ
⚓
月　

日
捷
Ờ

⚑⚒

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

⚒
月　

日
松
ま
で
に
ỏ
申
込
書
ỏ

⚑⚘

事
業
計
画
書
お
よ
び
収
支
予
算

書
等
を
狛
江
市
文
化
振
興
事
業

団
察ớ
⚓
⚔
⚓
⚐
Ờ⚔
⚑
⚐
⚖
へ
Ố

文文文文文文文文化化化化化化化化芸芸芸芸芸芸芸芸術術術術術術術術活活活活活活活活動動動動動動動動をををををををを支支支支支支支支援援援援援援援援ししししししししまままままままま文化芸術活動を支援しますすすすすすすすす

新
年
コ
ン
サ
ồ
ト

W
W

W
W
W
W
W
W
W

TAPDO!

W
W

W
W
W
W
W
W
W

Ỗ
楽
し
く
気
軽
に
参
加
Ỗ

絵
手
紙
教
室

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
ỏ美
術
科
作
品
展

晴れの舞台に向けて

JIN

山田和樹

生徒たちの力のこもった作品

sound cake
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ま
え
苑

　

こ
ま
え
苑
は
「
喜
ば
れ
、
選
ば

れ
、信
頼
さ
れ
る
施
設
」を
目
指
し
、

平
成
７
年
に
設
立
さ
れ
た
高
齢
者

福
祉
施
設
で
す
。
入
所
施
設
で
あ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
他
に
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
と
い
っ
た
在
宅
生
活
で

の
介
護
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ま
え
苑
の
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
は
、
市
内
で
３
番
目
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
平

成　

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
介

２０

護
に
関
す
る
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

介
護
予
防
の
普
及
啓
発
、
老
人
会

で
の
健
康
講
座
や
高
齢
者
住
宅
で

の
介
護
保
険
に
関
す
る
説
明
会
の

開
催
な
ど
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
月
３
回
開
催
し

て
い
る
介
護
予
防
教
室
は
、
住
民

の
方
々
へ
の
周
知
度
も
高
ま
り
人

気
の
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
あ
い
と
ぴ
あ
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
察（
５
４
３
８
）３
５
６
５

〔
担
当
地
域
〕
中
和
泉
・
西
和
泉
・

元
和
泉
・
東
和
泉
地
区

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま

え
正
吉
苑
察
（
５
４
３
８
）
２
５

２
２

〔
担
当
地
域
〕
和
泉
本
町
・
東
野

川
・
西
野
川
地
区

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま

え
苑
察
（
３
４
８
９
）
２
４
２
２

〔
担
当
地
域
〕
岩
戸
南
・
岩
戸
北
・

猪
方
・
駒
井
町
地
区

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
支
援
課
高

齢
者
支
援
係

頚
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駄
倉
保
育
園
は
マ
イ
ン
ズ
農

協
狛
江
支
店
の
東
側
に
あ
り
、

狛
江
駅
か
ら
近
く
、
通
勤
に
便

利
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
現

在
、
１
１
２
人
の
園
児
を
お
預

か
り
し
て
い
ま
す
。

　

園
の
創
立
は
昭
和　

年
４
月

４８

で
す
。
当
初
、
０
・
１
歳
児
の

混
合
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
平
成

６
年
４
月
、
０
歳
児
ク
ラ
ス
を

新
設
し
、
翌
年
に
産
休
明
け
保

育
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
時
期

に
子
育
て
相
談
室
も

併
設
し
、
そ
の
後
、

園
庭
開
放
を
開
始
し
、

現
在
各
園
で
行
わ
れ

て
い
る
園
庭
開
放
の

元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
目
標
と
し
て

「
明
る
い
子
ど
も
、

元
気
な
子
ど
も
、
素
直
な
子
ど

も
」
を
掲
げ
、
心
身
と
も
に
健

康
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
、
保
育
園
と
家
庭
が
一
体
と

な
り
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

乳
児
ク
ラ
ス
で
は
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
と
の

信
頼
関
係
が
築
け
る
よ
う
、
担

当
制
で
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
ク
ラ
ス
は
異
年
齢

の
か
か
わ
り
も
大
切
に
し
、
朝

の
集
会
で
は
お
誕
生
日
の
お
祝

い
を
し
た
り
、
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
混
合
グ
ル
ー
プ
で
散
歩

や
製
作
、
調
理
体
験
を
一
緒
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
や
リ
ズ
ム
は
み
ん
な
で
す

る
と
よ
り
楽
し
く
な
り
ま
す
。

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
を
覚

え
た
り
、
園
内
に
は
毎
日
元
気

な
歌
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
近
く
の
保
育
所
の

園
庭
利
用
の
際
に
一
緒
に
遊
ん

で
交
流
す
る
ほ
ほ
笑
ま
し
い
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
か
ら
一
歩
入
っ
た
静
か

な
環
境
の
中
で
近
隣
の
方
や
保

護
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
び
、

す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

金田美恵子駄倉保育園園長

＊ ＊ ＊
＊ 駄倉保育園子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててててててててののののののののののののののののののののののののののののの現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか子育ての現場からららららららららららららららららららららららららららららら （４）

を
聞
き
出
す
こ
と
で
引
き
落
と
し

を
し
た
り
と
悪
質
性
が
見
ら
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
当
選
金
が
支
払

わ
れ
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
海
外
宝
く
じ
被
害
は
、

数
年
前
か
ら
顕
著
に
な
り
、
さ
ら

に
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
甘

い
話
に
は
の
ら
な
い
こ
と
が
、
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
鉄
則
で
す
。

　

心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消
費

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
地

域
振
興
係

か
？　

新
年
の
お
年
玉
が
、
私
に

巡
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
海
外
宝
く

じ
に
つ
い
て
は
違
法
行
為
に
な
る

の
で
、
手
を
出
さ
な
い
事
が
肝
要

で
す
。
海
外
宝
く
じ
を
国
内
で
売

っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
こ
と
は
刑

法
１
８
７
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
手
紙
は
、
主
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
香
港
、
カ
ナ

ダ
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
て
く
る
他
、

電
子
メ
ー
ル
で
も
送
ら
れ
て
き
ま

す
。

　

大
金
が
当
た
っ
た
こ
と
を
餌
に
、

手
数
料
と
し
て
何
回
に
も
わ
た
り
、

お
金
を
送
ら
せ
た
り
、
預
金
口
座

●
相
談
事
例

　

自
宅
に
海
外
か
ら
手
紙
が
届
き

ま
し
た
。
心
当
た
り
も
な
い
ま
ま

に
開
け
て
見
た
と
こ
ろ
、「
あ
な
た

は
、
宝
く
じ
に
当
た
り
ま
し
た
。

受
け
取
る
権
利
を
行
使
す
る
よ
う

に
」
と
直
訳
的
な
日
本
語
が
英
語

と
共
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
当

選
金
も
一
億
円
と
途
方
も
な
い
高

額
で
す
。

　

そ
し
て
、
手
紙
に
は
「
こ
の
当

選
金
を
受
け
取
る
た
め
に
、
手
数

料
と
し
て
５
埀
０
０
０
円
の
定
額

小
為
替
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て

送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
応
募
し
た
覚
え
も
、

宝
く
じ
を
買
っ
た
覚
え
も
全
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、

信
じ
て
い
い

の
で
し
ょ
う

/
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六
郷
さ
く
ら
通
り
に
面
し
た

西
河
原
自
然
公
園
周
辺
は
、
む

い
か
ら
民
家
園
や
兜
塚
古
墳
と

い
っ
た
狛
江
の
名
所
も
近
く
、

散
策
コ
ー
ス
と
し
て
も
お
薦
め

で
す
。
ま
た
、
南
西
に
位
置
す

る
西
河
原
公
園
は
、
狛
江
八
景

に
も
選
ば
れ
た
開
放
感
い
っ
ぱ

い
の
公
園
で
す
。

　

両
方
の
公
園
を
あ
わ

せ
る
と
、
広
さ
は
お
よ

そ
２
万
釈
以
上
に
な
り
、

お
花
見
の
季
節
に
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

南
側
に
は
多
摩
川
が
流

れ
、
ゆ
っ
く
り
と
川
を

眺
め
な
が
ら
の
土
手
散

歩
も
楽
し
め
ま
す
。
休

日
の
晴
れ
た
日
に
は
緑
の
芝
生

に
お
弁
当
を
広
げ
て
楽
し
む
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
、
こ
の
あ
た
り
は
水

田
地
帯
で
あ
り
ま
し
た
が
、
砂

利
の
採
掘
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

契
機
に
公
園
化
の
声
が
上
が
り
、

昭
和　

年
に
西
河
原
公
園
が
、

５１

平
成
３
年
に
西
河
原
自
然
公
園

が
開
園
し
ま
し
た
。
現
在
市
内

で
２
万
釈
と
ま
と
ま
っ
た
用
地

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
こ
の

二
つ
の
公
園
は
貴
重
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
魅
力
が

凝
縮
さ
れ
た
西
河
原
自
然
公
園

周
辺
が
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

願
い
、
選
定
し
ま
し
た
。

　

推
薦
を
い
た
だ
い
た
方
の
コ

メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
全
体
が
水
と
緑
に
あ
ふ
れ

る
よ
う
な
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い

と
い
う
感
じ
の
静
か
な
と
こ
ろ

で
、
本
当
に
自
然
が
素
晴
ら
し

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
良
い

と
こ
ろ
で
す
。」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
市
整
備
課

企
画
計
画
係
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西

河

原

自

然

公

園

周

辺

狛江の“チョット
いいこと・いいところ”永

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
か
ら 
謁

◆
海
外
か
ら
届
く
「
宝
く
じ
当
選
」
に
は
、
ご

注
意
を
◆

　「東日本大震災復興支援　狛江市内共通商品券」の使用期限は、１月２９
日掌までです。期限を過ぎると使用できませんので、ご注意ください。
　利用できる店舗は狛江市商工会ホームページ（http://www.komaec. 
net/）からもご覧になれます。
〔問い合わせ〕地域活性課地域振興係、狛江市商工会察（３４８９）０１７８

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支「東日本大震災復興支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援　狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券券」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」狛江市内共通商品券」
でででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののの買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物はははははははははははははははははははははおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめでの買い物はお早めにににににににににににににににににににににに

１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９日日日日日日日日
日日１月２９日
日日日日日日日日日日日

まままままままままままででででででででででで

利
用
で
き
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ポ
ス
タ
ー
が
目
印
で
す
。

西河原自然公園

介護予防教室「栄養改善教室」
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